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The framework about the principle of method of student guidance:




























































































































































































































































図表 1-4-1：集団指導と個別指導の指導原理 表 1－ 4－ 1　集団指導と個別指導の指





















































































20）　John Dewey, Logic: The Theory of Inquity, Holt, 1939
年，p.67








































ものとしてきわめて注目されている。Cf., Democracy and 
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なる個人という考え















22）　Democracy and Education, p.295
23）　Ibid., p.295
24）　Cf., Dewey, The Ego as Cause, The Early Works of 
John Dewey Vol.4, Southern Illinois University Press, 1972










which is objective and impersonal）」25）と「主観





















































































































































































































































































に，『経験としての芸術』（Art as Experience, 1934年），『論
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りに先立つ諸個人の所有物ではなく





生徒指導の方法原理の枠組み ― 77 ―― 76 ―
(265)
齟齬や葛藤を契機として生じる，疑いや不確実
さからあらわれるものである。すなわち，個人
を独特な存在たらしめる個性とは，社会や集団
に先立つ孤立した対象ではなく，ある一定の状
況から生ずるものとされる。
しかしながら，個性は，疑いや不確実さを含
む未確定な状況の中にあらわれるところの，
「はじき出された」個別性それ自体を指すもの
ではない。デューイによれば，個性とは，コ
ミュニケーションの齟齬や葛藤を契機として生
じた未確定な状況を，共有され確定された新た
な状況へと再構築しようとするプロセス，すな
わちリフレクションのプロセスのうちにあまね
くゆき渡って場所を占めるものとして理解され
るのであり，単にリフレクションのある経過点
に一時的にあらわれる奇抜な個別性それ自体を
指すものではない。
そして最後に考察した通り，この個性があら
われる契機は，目下進行中の過程を成就させよ
うとする，ある意図的な行為のうちに潜んでい
る。デューイにおいて個性は，コミュニケー
ションの齟齬や葛藤を契機として生じる「未確
定な状況に巻き込まれた事実」から生ずるもの
であったが，それは，当の行為の当事者の意図
とはかかわりなしに，いわば偶然思いがけなく
あらわれるものでは決してない。
さて，以上の考察からも明らかな通り，生徒
指導の方法原理の前提となる社会性と個性ない
し集団と個人の二元論は必ずしも自明なもので
はない。先にも述べた通り，われわれは，社会
性－個性，集団－個人の関係を本来的には別個
の対象として理解しこれらの良好な関係づけを
模索しがちである。しかしながら，これらが本
来的には一つの全体として理解されるならば，
そこにおいて個性もまた従来とは異なる性質を
有するものとして理解されることになる。すな
わち個性は，社会性に対峙する諸個人の所有物
などではなく，ある一定の状況から生じ，当の
状況を不断に再構築しようとする性向として理
解される。
ところで，このような個性の理解に立脚する
ならば，具体的にいかなる教育実践，とりわけ
生徒指導の実践がなされうるか。この点につい
ては他日を期して検討したいが，これまでにも
この点に関連するいくつかの重要な研究がなさ
れている。例えば，先にあげたレイヴとウェン
ガーは『状況に埋め込まれた学習』（Situated 
learning，1991）において，徒弟制における学
習過程について分析しており，また，生田久美
子は『「わざ」から知る』45）においてより具体的
に，古典芸道，武道，宮大工などのわざの伝
達・学習過程について詳論している。むろん，
これらは学校教育外における広義の知識の伝達
過程についてなされた研究であるが，今日の学
校教育における方法原理を対象化する上でも，
あらためて注目すべき研究である。また，この
点について学校教育の観点から言及する研究と
しては，例えば，佐藤学の「学びの共同体」に
関する研究がある。この研究において佐藤は，
学校教育における教員－児童生徒の全体性だけ
でなく，教員－教員および教員－保護者の全体
性をも射程に入れた学校改革の方法原理とその
実践の探求をおこなっている46）。これらの研究
を踏まえて，本研究で再考したデューイの個性
概念の実践的かつ今日的な適用の可能性につい
て，他日を期して取り組みたい。
45）　生田久美子，『「わざ」から知る』，東京大学出版会，
2007年（初版は1987年）
46）　例えば，佐藤学，『学校の挑戦―学びの共同体を創る
─』，小学館，2006年。佐藤学，『学校見聞録―学びの共同
体の実践─』，小学館，2012年。佐藤学，『学校を改革する
―学びの共同体の構想と実践─』，岩波書店，2012年。ま
たその関連として，佐藤雅彰著・佐藤学解説，『中学校に
おける対話と協同―「学びの共同体」の実践─』，ぎょう
せい，2011年
